
黙示録にある「死」・・・❶ νεκρός と❷ θάνατος の二種がある 
 

1: 04-05 ヨハネからアジア州にある七つの教会へ。今おられ、かつておられ、やがて来られる方から、また、玉
座の前におられる七つの霊から、更に、証人、誠実な方、死者の中から最初に復活した方、地上の王たちの支
配者、イエス・キリストから恵みと平和があなたがたにあるように。わたしたちを愛し、御自分の血によって罪から
解放してくださった方に、 
→死(者)：νεκρός nekrós, nek-ros'ネクラァス; dead (literally or figuratively; also as noun):—dead. 死んだ（文字
通りまたは比喩的に、また名詞としても）：死んだ。 
1:18 また生きている者である。一度は死んだ(→νεκρός)が、見よ、世々限りなく生きて、死と陰府の鍵を持って

いる。 
→死：θάνατος：thánatos, than'-at-os サナタァス;; (properly, an adjective used as a noun) death (literally or 
figuratively):—X deadly, (be…) death. (正確には、名詞として使用される形容詞) 死 (文字通りまたは比喩的
に):—X 致命的な、(…) 死。  
2:10 あなたは、受けようとしている苦難を決して恐れてはいけない。見よ、悪魔が試みるために、あなたがたの

何人かを牢に投げ込もうとしている。あなたがたは、十日の間苦しめられるであろう。死（→θάνατος）に至るま
で忠実であれ。そうすれば、あなたに命の冠を授けよう。 
2:11 耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞くがよい。勝利を得る者は、決して第二の死（→θάνατος）

から害を受けることはない。」』 
6:08 そして見ていると、見よ、青白い馬が現れ、乗っている者の名は「死」（→θάνατος）といい、これに陰府が

従っていた。彼らには、地上の四分の一を支配し、剣と飢饉と死（→θάνατος）をもって、更に地上の野獣で人
を滅ぼす権威が与えられた。 
11:18 異邦人たちは怒り狂い、／あなたも怒りを現された。死者(→νεκρός)の裁かれる時が来ました。あなたの
僕、預言者、聖なる者、／御名を畏れる者には、／小さな者にも大きな者にも／報いをお与えになり、／地を滅
ぼす者どもを／滅ぼされる時が来ました。」 
12:11 兄弟たちは、小羊の血と/自分たちの証しの言葉とで、/彼に打ち勝った。彼らは、死（→θάνατος）に至
るまで命を惜しまなかった。 
18:08 それゆえ、一日のうちに、さまざまの災いが、/死（→θάνατος）と悲しみと飢えとが彼女を襲う。また、彼女
は火で焼かれる。彼女を裁く神は、/力ある主だからである。」 
20:05 その他の死者(→νεκρός)は、千年たつまで生き返らなかった。これが第一の復活である。 
20:06 第一の復活にあずかる者は、幸いな者、聖なる者である。この者たちに対して、第二の死（→θάνατος）
は何の力もない。彼らは神とキリストの祭司となって、千年の間キリストと共に統治する。 
20:12 わたしはまた、死者(→νεκρός)たちが、大きな者も小さな者も、玉座の前に立っているのを見た。幾つか
の書物が開かれたが、もう一つの書物も開かれた。それは命の書である。死者たちは、これらの書物に書かれ
ていることに基づき、彼らの行いに応じて裁かれた。 
20:13 海は、その中にいた死者(→νεκρός)を外に出した。死（→θάνατος）と陰府も、その中にいた死者(→
νεκρός)を出し、彼らはそれぞれ自分の行いに応じて裁かれた。 
And the sea gave up the dead which were in it; and death and hell delivered up the dead which were in them: 
and they were judged every man according to their works. [KING JAMES BIBLE 欽定訳] 
20:14 死（→θάνατος）も陰府も火の池に投げ込まれた。この火の池が第二の死（→θάνατος）である。 
21:04 彼らの目の涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや死（→θάνατος）はなく、もはや悲しみも嘆きも労
苦もない。最初のものは過ぎ去ったからである。」 
21:08 しかし、おくびょうな者、不信仰な者、忌まわしい者、人を殺す者、みだらな行いをする者、魔術を使う
者、偶像を拝む者、すべてうそを言う者、このような者たちに対する報いは、火と硫黄の燃える池である。それ
が、第二の死（→θάνατος）である。」 

 


